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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年11月期第２四半期 88,113 1.6 1,860 18.7 1,665 16.0 731 27.0

2021年11月期第２四半期 86,721 1.9 1,566 69.0 1,435 75.2 576 404.6

（注）包括利益 2022年11月期第２四半期 2,076百万円（24.8％） 2021年11月期第２四半期 1,663百万円（354.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年11月期第２四半期 29.44 －

2021年11月期第２四半期 23.18 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年11月期第２四半期 112,949 49,605 35.1

2021年11月期 110,836 47,872 34.7

（参考）自己資本 2022年11月期第２四半期 39,633百万円 2021年11月期 38,475百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年11月期 － 23.00 － 23.00 46.00

2022年11月期 － 11.50

2022年11月期（予想） － 11.50 23.00

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 176,500 0.3 4,300 18.2 3,850 16.4 1,640 5.0 65.98

１．2022年11月期第２四半期の連結業績（2021年12月１日～2022年５月31日）

※１．2021年11月期末において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2021年11月期第２四半期に係る各数値については、暫定

的な会計処理の確定の内容を反映させております。

２．2021年12月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割したため、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株

当たり当期純利益を算定しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無
※2021年12月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2021年11月期については、当該株式分割前の実際の配当金

の額を記載しております。

３．2022年11月期の連結業績予想（2021年12月１日～2022年11月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年11月期２Ｑ 25,355,800株 2021年11月期 25,355,800株

②  期末自己株式数 2022年11月期２Ｑ 499,040株 2021年11月期 498,992株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年11月期２Ｑ 24,856,776株 2021年11月期２Ｑ 24,856,821株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、[添付資料]９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （４）四半期連結財務諸表に関する注記
事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※2021年12月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割したため、前連結会計年度の期首に当該株式分割
が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式および期中平均株式数を算定しております。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、[添付資料]３ページ「連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料および決算説明会内容の入手方法）

当社は、2022年７月12日（火）に機関投資家・アナリスト向けの動画を配信する予定です。決算説明資料について

は、後日当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が緩和され、経

済社会活動の正常化が進むなか、個人消費などは持ち直しの動きが見られましたが、ウクライナ情勢の影響による

原材料やエネルギー価格の高騰など、先行きは不透明な状況となりました。

　食品物流業界におきましては、内食需要に関する荷動きは堅調であり、３月に新型コロナウイルス「オミクロン

株」対策のまん延防止等重点措置が解除されるなど、外食需要に関する荷動きに回復の動きも見られました。一

方、軽油価格や電気代の上昇など、事業環境は厳しい状況が継続しました。

　このような状況のなか、当社グループは、「徹底力で体質強化」をテーマに掲げ、「機能の強化」「環境変化へ

の対応」「海外展開の基盤拡充」「新領域への参入」の４つを基本方針とした第７次中期経営計画（2022年11月期

から2024年11月期）を推進しております。既存資源の最大活用による利益率の向上、事業環境の変化に対応した社

会的価値の創出、海外における事業の安定化と、更なる展開に向けた基盤強化を進めております。また、食品の温

度管理技術を活かした高付加価値物流の提供ができる体制構築に取り組んでおります。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績について、営業収益は881億13百万円（前年同期比1.6％増）、営

業利益は18億60百万円（同18.7％増）、経常利益は16億65百万円（同16.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は７億31百万円（同27.0％増）となりました。

セグメントの経営成績は以下のとおりであります。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首より適用しております。詳細につきましては、「２．四半期連結財務諸

表及び主な注記 （４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（共同物流事業）

　共同物流事業収益は、食品や菓子メーカーの取引拡大に加え、外食需要に関連する業務用食品の荷動きに回復の

動きなどがありましたが、第１四半期における出荷物量減少の影響などにより、減収となりました。利益面は、燃

料や労務費などのコスト上昇に対し、運送・倉庫の効率化や適正料金化施策の進捗などにより、前年を上回りまし

た。

　この結果、共同物流事業収益は626億25百万円（前年同期比0.4％減）となり、営業利益は６億81百万円（前年同

期比35.0％増）となりました。

（専用物流事業）

　専用物流事業収益は、チェーンストアの取引拡大やコンビニエンスストアの出荷物量増加などにより、増収とな

りました。利益面は、燃料などのコスト上昇に対し、増収による利益増加に加え、コスト改善の進捗などにより、

前年を上回りました。

　この結果、専用物流事業収益は184億95百万円（前年同期比2.5％増）となり、営業利益は７億87百万円（同

25.1％増）となりました。

（関連事業）

　関連事業収益は、インドネシアにおける保管や配送の取り扱い物量増加などにより、前年を上回りました。利益

面は、増収による利益増加はありましたが、国内における施設工事の減少などにより、前年を下回りました。

　この結果、関連事業収益は69億91百万円（前年同期比20.4％増）となり、営業利益は３億93百万円（同5.8％

減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ21億12百万円増加し、1,129億49百万円とな

りました。資産の増加の主な要因は、受取手形及び営業未収入金の減少３億61百万円はありましたが、投資有価証

券の増加４億18百万円、有形固定資産の増加16億45百万円などによるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ３億79百万円増加し、633億43百万円となりました。負債の増加の主な要

因は、支払手形及び営業未払金の減少４億70百万円、長期借入金の減少４億68百万円はありましたが、短期借入金

の増加20億81百万円などによるものであります。

　また、純資産合計は前連結会計年度末に比べ17億33百万円増加し、496億５百万円となりました。純資産の増加

の主な要因は、その他有価証券評価差額金の減少９百万円はありましたが、為替換算調整勘定の増加６億98百万

円、非支配株主持分の増加５億75百万円および利益剰余金の増加４億45百万円などによるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ92百万円増加し38億92百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、35億29百万円（前年同期は29億31百万円の収入）となりました。これは主に、

仕入債務の減少、法人税等の支払額の発生および未払消費税等の減少はありましたが、税金等調整前四半期純利

益、減価償却費の計上および売上債権の減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、39億20百万円（前年同期は73億75百万円の支出）となりました。これは主に、

有形固定資産の取得による支出によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は、４億14百万円（前年同期は１億30百万円の収入）となりました。これは主に、

長期借入金の返済による支出、割賦債務及びリース債務の返済による支出はありましたが、短期借入金の純増減額

の増加、長期借入れによる収入によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2022年１月11日の「2021年11月期 決算短信」にて公表いたしました連結業績予

想の数値に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,800 3,892

受取手形及び営業未収入金 20,813 20,452

商品 85 80

貯蔵品 201 238

その他 2,839 2,608

貸倒引当金 △231 △129

流動資産合計 27,507 27,142

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,493 14,309

機械装置及び運搬具（純額） 19,911 19,883

工具、器具及び備品（純額） 1,798 1,732

土地 24,376 28,850

リース資産（純額） 2,601 2,561

建設仮勘定 5,891 3,381

有形固定資産合計 69,072 70,718

無形固定資産

のれん 1,935 1,992

顧客関連資産 2,027 2,151

その他 1,162 1,080

無形固定資産合計 5,125 5,223

投資その他の資産

投資有価証券 1,802 2,220

敷金及び保証金 4,150 4,184

その他 3,230 3,512

貸倒引当金 △53 △53

投資その他の資産合計 9,130 9,864

固定資産合計 83,328 85,807

資産合計 110,836 112,949

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 14,033 13,563

短期借入金 9,624 11,705

未払法人税等 720 542

賞与引当金 758 816

役員賞与引当金 73 43

その他 9,400 8,667

流動負債合計 34,611 35,339

固定負債

長期借入金 23,147 22,678

長期割賦未払金 463 584

退職給付に係る負債 395 370

資産除去債務 687 690

その他 3,658 3,681

固定負債合計 28,352 28,004

負債合計 62,964 63,343

純資産の部

株主資本

資本金 4,063 4,063

資本剰余金 4,208 4,208

利益剰余金 30,381 30,827

自己株式 △361 △361

株主資本合計 38,292 38,738

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 526 517

繰延ヘッジ損益 △2 △1

為替換算調整勘定 195 893

退職給付に係る調整累計額 △536 △514

その他の包括利益累計額合計 183 895

非支配株主持分 9,396 9,972

純資産合計 47,872 49,605

負債純資産合計 110,836 112,949
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年12月１日
　至　2021年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年12月１日

　至　2022年５月31日)

営業収益 86,721 88,113

営業原価 82,203 83,125

営業総利益 4,518 4,987

販売費及び一般管理費 2,951 3,127

営業利益 1,566 1,860

営業外収益

受取利息 27 4

受取配当金 10 9

受取賃貸料 50 31

持分法による投資利益 2 －

補助金収入 37 2

デリバティブ評価益 6 －

養老保険解約差益 43 8

その他 73 121

営業外収益合計 252 177

営業外費用

支払利息 330 288

貸与設備諸費用 23 23

持分法による投資損失 － 1

その他 29 59

営業外費用合計 383 372

経常利益 1,435 1,665

特別利益

固定資産売却益 25 33

投資有価証券売却益 5 6

その他 0 －

特別利益合計 31 40

特別損失

固定資産除売却損 70 19

投資有価証券評価損 － 26

リース解約損 9 2

貸倒引当金繰入額 0 0

訴訟関連損失 － 185

特別損失合計 80 234

税金等調整前四半期純利益 1,386 1,472

法人税、住民税及び事業税 639 488

法人税等調整額 △34 75

法人税等合計 604 564

四半期純利益 781 907

非支配株主に帰属する四半期純利益 205 176

親会社株主に帰属する四半期純利益 576 731

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年12月１日
　至　2021年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年12月１日

　至　2022年５月31日)

四半期純利益 781 907

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △28 △18

繰延ヘッジ損益 1 1

為替換算調整勘定 835 1,170

退職給付に係る調整額 73 16

その他の包括利益合計 881 1,168

四半期包括利益 1,663 2,076

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,122 1,443

非支配株主に係る四半期包括利益 541 632

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年12月１日
　至　2021年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年12月１日

　至　2022年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,386 1,472

減価償却費 2,900 3,116

のれん償却額 123 110

顧客関連資産償却額 49 54

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 15

賞与引当金の増減額（△は減少） 26 44

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △77 △2

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △10 △29

受取利息及び受取配当金 △37 △14

支払利息 330 288

持分法による投資損益（△は益） △2 1

投資有価証券売却損益（△は益） △5 △6

投資有価証券評価損益（△は益） － 26

訴訟関連損失 － 185

有形固定資産売却損益（△は益） △12 △30

有形固定資産除却損 57 15

売上債権の増減額（△は増加） 438 511

棚卸資産の増減額（△は増加） △45 △31

仕入債務の増減額（△は減少） △731 △667

長期未払金の増減額（△は減少） － △1

未払消費税等の増減額（△は減少） △280 △320

その他 △455 △257

小計 3,651 4,478

利息及び配当金の受取額 42 19

利息の支払額 △331 △289

訴訟関連損失の支払額 － △57

法人税等の支払額 △741 △668

法人税等の還付額 310 47

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,931 3,529

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △7,636 △3,248

有形固定資産の売却による収入 34 152

資産除去債務の履行による支出 － △233

無形固定資産の取得による支出 △199 △158

投資有価証券の取得による支出 △5 △13

投資有価証券の売却による収入 42 16

貸付けによる支出 △11 △11

貸付金の回収による収入 405 28

関係会社株式の取得による支出 － △440

その他 △5 △11

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,375 △3,920

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 964 1,500

長期借入れによる収入 2,400 1,996

長期借入金の返済による支出 △2,261 △2,378

割賦債務及びリース債務の返済による支出 △629 △359

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △285 △285

非支配株主への配当金の支払額 △57 △57

財務活動によるキャッシュ・フロー 130 414

現金及び現金同等物に係る換算差額 274 68

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,038 92

現金及び現金同等物の期首残高 9,309 3,800

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,270 3,892

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、関連事業の一

部取引を代理人取引と判定し、当該取引について純額で収益を認識する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。なお、利益剰余

金期首残高に与える影響はありません。

　この結果、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の営業収益が16百万円、営業原価が16百

万円それぞれ減少しましたが、営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益への影響はありません。

　なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28－15項に定める経過的

な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しており

ません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項および「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。

- 9 -

㈱キユーソー流通システム（9369）　2022年11月期第２四半期決算短信



（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

共同物流
事業

専用物流
事業

関連事業 計

営業収益

外部顧客への営業収益 62,861 18,051 5,808 86,721 － 86,721

セグメント間の内部営業収益又は

振替高
380 548 2,659 3,587 △3,587 －

計 63,241 18,599 8,467 90,309 △3,587 86,721

セグメント利益 504 629 418 1,552 13 1,566

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 2020年12月１日　至 2021年５月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．前連結会計年度末において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前第２四半期連結

累計期間のセグメント情報については、当該見直し反映後のものを記載しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

共同物流
事業

専用物流
事業

関連事業 計

営業収益

顧客との契約から生じる収益 62,625 18,495 6,919 88,040 － 88,040

その他の収益（注）３ － － 72 72 － 72

外部顧客への営業収益 62,625 18,495 6,991 88,113 － 88,113

セグメント間の内部営業収益又は

振替高
393 565 2,564 3,522 △3,522 －

計 63,019 19,060 9,556 91,636 △3,522 88,113

セグメント利益 681 787 393 1,863 △3 1,860

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 2021年12月１日　至 2022年５月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．その他の収益は「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる取引であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（会計方針の変更）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、

収益認識に関する会計処理方針を変更したため、事業セグメント利益の測定方法を同様に変更しておりま

す。当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の関連事業の営業収益は16百万円

減少しております。なお、セグメント利益に与える影響はありません。
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